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１．緒言 

我々は，土木インフラの維持管理業務を対象に，データサイエンスの活用に関する研究を進めてきた 1)．デ

ータサイエンスは，日本の土木分野において大きな注目を浴びているが，実践には試行錯誤の時間を要する場

合が多く，また分野特有の課題や，その解決方法が存在する．そこで，本研究では，これまでのインフラ維持

管理分野におけるデータサイエンス事例およびデータ準備等のノウハウを体系化し，これを用いてデータサイ

エンスの効率を向上し，試行サイクルを早くするための「インフラ維持管理のためのデータサイエンスクラウ

ドサービス」の開発を実施してきた．本報では，クラウド設計に反映したインフラ維持管理分野におけるデー

タサイエンス試行の体系化と支援クラウドサービスのプロトタイプについて報告する． 
２．手法 

インフラ維持管理業務では，データ

や根拠に基づいた安全のための判断

ということが重要な要件であり，AI
やデータサイエンスとの親和性は高

いと考えられる．ただし，著者らは，

「AI が何でも解決してくれる」とい

った取り組み姿勢では，インフラ分野

での実用的な活用には至らないと考

えている．本研究でのデータ活用の狙

いは，AI やデータ分析処理と人とが

連携しながら，業務に貢献可能な導入

を進める事である．AI 等が得意とす

る作業が何かを充分に整理した上で，これを最大限活用し，維持管理業務に従事する人の「データや AI に基

づいた論拠有る意思決定」の支援を行い，業務の効率化を目指す．このためにも，インフラ維持管理従事者に

対し，高度なデータ活用としての「データサイエンス」を体験し，データや AI に対する理解を深めるととも

に，業務に活用するためのデータサイエンス試行支援を行う仕組みの構築を目指している．  
データサイエンスの流れに関して，本研究では図-2 の構成を提案している．手順構成（プロセス）は，次

の 6 つとして考えている：現場･業務理解，データ理解，データ準備，分析，評価，現場への展開．この流れ

は，一般的なデータマイニングにおけるプロセスを規定する CRISP-DM（Cross-Industry Standard Process 
for Data Mining）を元に，インフラ維持管理のデータサイエンスに適すようカスタマイズしたものである． 
データサイエンスの初頭に実施する

「現場・業務理解」は，インフラ維持

管理における特徴的なプロセスと言

える．この部分は一般には，Business 
Understanding（ビジネス理解）とさ

れるプロセスであるが，インフラ維持

管理分野におけるデータサイエンス

のモチベーションは，経営目標とは限

らず，「維持管理現場の業務/労務上の

効率向上」や，あるいは，「現場の維

持管理の質向上につながる知見を得

る事」がデータサイエンスのゴールに

なり得る． 
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図- 1 インフラ維持管理データサイエンスにおけるクラウドの利用 

現場への展開: 展開段階に⾄った成果については、具体的な現場・業務に展開し、業務中に
おける持続的な評価の実施を検討。

評価:分析結果の性能や業務への貢献⾒込みによりデータサイエンスゴールへの達成度を評価。現場
業務や⼯学等の知⾒者からの評価や議論により、データサイエンス試⾏としてフィードバック。

現場･業務理解: 現場の実状や業務フローを理
解し、データサイエンスのゴール設定を⾏う。

分析: 分析⽬的に応じた分析⼿法の選定と、分析の実⾏。

データ準備:分析に⽤いるデータセットを作成する。データの質を改善するデータクレン
ジングやデータ調製の作業を⾏う。データの品質を改善するためのクレンジングやデータ
調製を実施する。分析結果をふまえたフィードバックにより、何度か実施する場合も多い。

クラウドサービスプロトタイプによる⽀援対象プロセス

データ理解: 保有データの棚卸しと、データの
品質や値の意味を理解し、変数の選定等を⾏う。

図- 2 インフラ維持管理におけるデータサイエンスの手順 
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我々は，これまでに，前述のデータサイエンスのプロセスおよび，データクレンジングやデータ調製の手法

に関する過去事例の整理に基づき，データサイエンスを実践するためのクラウドサービスとして，インフラ維

持管理データサイエンス支援機能（以降，システムという）のプロトタイプ開発を行った 2)． 
提案するシステムは，これまで著者らのチームが実施してきたデータサイエンス研究で蓄積してきたノウハ

ウや要望をふまえ，そこで出た要望に対応し，データサイエンスを効率よく実施するために開発を行った．従

って，複数人での同時に分散的なデータ準備作業を行えるように，また，データや分析結果を共有できるよう

に，クラウド上のサービスとして設計・実装した．また，何でもできる汎用性を提供するよりも，インフラ維

持管理分野のデータにターゲットを絞り，データサイエンス試行の際に踏むべき手順を適切にサジェストし，

ユーザが迷わず操作が出来るツールを目指している． 
提案するシステムの重要な特徴は，ドメイン知識に基づいた変数の知識や，データエラーの辞書，およびデ

ータ調製の手続きを辞書として保持している事であり，これらの知識データベースは過去の我々の研究事例か

ら予め作成してあるとともに，システムを使用する度に蓄積される．これにより，ユーザは，登録したデータ

や目的に応じ，有効な分析をいち早く試すことができる点が大きな特長である． 
データクレンジングやデータ調製については，多くの場合には，手続きが煩雑化するとともに，実施した処

理の記録や再処理，あるいは元に戻す処理が必要となる．提案クラウドでは，これらのデータクレンジングや

データ調製，分析等を実施した際の処理の手続きを「レシピ」と呼び，知識データベースとして管理する．こ

の知識データベースによる試行のサポートが，データサイエンスを円滑に実施するために重要な技術である．

これによって，あたかも専門的なデータサイエンティストが行うような，データ調製や分析手法の選定と実行

を試行可能となり，またユーザ同士で共有できるようになる．このようなデータサイエンスにおける操作の流

れであるレシピは，形式が類似する他のデータセットに対しても適用が可能であり，類型的なデータ処理・分

析手続きの流れを他の構造物に適用したり，他者と共有することも可能となる． 

 
図- 3 データサイエンスクラウドサービス画面（開発中画面） 

システムのプロトタイプは，限定的に研究関係者で利用し，評価を実施中である．ユーザにより，点検や構

造物諸元，措置記録等のデータテーブルをアップロードし，データの内容確認（図-3 は，開発中画面）や，

データクレンジング，データ調製，分析が可能であり，データサイエンスのプロセスにおいて，試行運用を行

っている．試行の結果をふまえ，応答性や GUI 等の工夫を適用し，利用感向上を行って居る．今後，分析手

法の拡充や動作の安定性を高め，希望利用者への公開を行う計画である． 
３．結言 

本報では，著者らが実施してきたデータサイエンス事例を整理することで，インフラ維持管理におけるデー

タサイエンスの手順の体系化を行い，これに基づいたデータサイエンスの試行支援を行うためのクラウドサー

ビスのプロトタイプについて報告を行った．今後は，データサイエンス事例に基づくレコメンデーション機能

など，さらなる利便性の向上と，データサイエンスサイクルのスピードアップに貢献するよう，事例の整理お

よび機能の拡充設計・実装を進める． 
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